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スマートフォンには、「衛星測位」の受信機が備わって
います。Google Mapを開くと自分がどこにいるか地図
上に表示されるので、ナビゲーションとして利用したこと
があるでしょう。

土木では、精度の高い機材を用いて測量します。その
機材の精度をさらに上げるために電子基準点を利用
することがあります。
国土交通省国土地理院は、日本に約1300か所の
電子基準点を整備しています。
このほか、ドコモやソフトバンクなど民間会社も独自に
電子基準点を整備しています。

詳しい原理などは、測量学Ⅱ、測量実習Ⅱ、空間情
報工学などの授業で学習します。

長崎県大村の電子基準点
(撮影:徳永)

国土地理院より
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電子基準点は地上に固定されていますが、地面は
宇宙から見るとプレートテクトニクスや地震などにより
で動いているため、電子基準点の位置は常に変化
しています。
国土地理院は今回の地震でどのくらい電子基準点
が動いたのかその結果を公開しています。1月9日に
発表された第3報によると、輪島2が西に202.0cm、
珠洲は西に78.3cm変動しました。
輪島、珠洲とも西方向に変動しましたが、輪島と珠
洲の間の距離が広がったことになります。
すなわち、この間で地割れ、地滑りが発生したことを
示唆しています。
上下方向には、輪島2が130.3cm隆起したことを示
しています。
ニュースで報道されている通り、港が地面の隆起に
よって使用できなくなっていますが、それを数値で示
しています。
詳しくは、下記の国土地理院のページを参照してく
ださい。

https://www.gsi.go.jp/chibankansi/chikakukansi_20240101noto_3_00001.html
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合成開口レーダ画像(SAR)を干渉させると(InSAR)、
位相の変化から地殻変動を面的に計測することが
できます。
電子基準点は、その地点の変動を計測しますが、
こちらは人工衛星データから面的に計測します。
日本は、レーダ画像で地球を観測する「だいち2号」
衛星を運用しています。そのデータを解析した結果
が、国土地理院から公表されています。1月11日に
公開された図を掲載します。解析には時間がかかり
ますかから、ホームページをアクセスする日によって
データが更新される可能性があります。
詳しくは、国土地理院のホームページを確認してく
ださい。
なお、解析に利用した衛星データは、宇宙航空研
究開発機構(JAXA)から公開されています。興味が
ある人は衛星データを確認することができます。

https://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/20240101noto_insar.html

https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/jp/dataset/alos_open_and_free_j.htm

詳しくは、研究室の研究活動となります。
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